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f を 3x+ 1型，gを 3x− 1型の自然数上で定義された関数とする。

f(x) =


3x+ 1

2
x ：奇数

x

2
x ：偶数

g(x) =


3x− 1

2
x ：奇数

x

2
x ：偶数

このとき，f (resp. g)で遷移してゆく自然数は，(e, k) (resp. [e, k])（[2], [4]）の表現を用いれば

次図のようになる。始点は x = (e1, k1) (resp. [e1, k1])とする。

(e1, k1)

t1

(e2, k2)

t2

(e3, k3)

(en, kn)

tn
tn−1

このとき，fn(x) =
3∗ +Rn

2∗
, gn(x) =

3∗ −Rn

2∗
となるが，ここで

Ej =

j∑
i=1

ei, Tj =

j∑
i=1

ti, N = En + Tn ただし，E0 = 0, T0 = 0 とする
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とすれば，

Rn = 3En − 2En +
n−1∑
i=1

(2ti − 1)2Ti−1(2Ei3En−Ei − 2En)

であり，このとき，

fn(x) =
3Enx+Rn

2N
gn(x) =

3Enx−Rn

2N

となる。
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